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国
訴
や
そ
の
基
盤
と
な
っ
た
郡
中
議
定
の
研
究
は
、
一
九
八
○
年
（１）
代
に
民
衆
運
動
の
視
点
か
ら
見
直
し
が
図
ら
れ
、
近
年
で
は
、
公
共
（２）
性、公仕〈圏をめぐる視点へと展開している。公共性や公辻〈
圏
と
い
っ
た
キ
イ
ワ
ー
ド
を
使
う
こ
と
は
、
畿
内
の
よ
う
な
自
主
的
な
地
域
管
理
制
と
関
東
に
代
表
さ
れ
る
幕
府
や
藩
に
よ
る
地
域
国
家
（３）
化という一一者択一的な地域社会のとらえ方を止揚し、幕府
や
領
主
権
力
と
地
域
社
会
と
が
相
互
反
復
的
に
絡
み
合
い
な
が
ら
近
代
国
家
の
形
成
に
向
か
っ
て
い
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
と（４）
い
匿
え
よ
う
。
そ
こ
で
は
民
衆
運
動
と
い
う
運
動
形
態
か
ら
地
域
構
造
へ
と
い
う
視
点
の
変
化
を
伴
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
地
域
社
会
の
動
向
と
そ
れ
に
対
す
る
公
儀
権
力
に
よ
る
村
の
定
杭
（
米
崎
）
村
の
定
杭
は
じ
め
に
ｌ
近
世
後
期
の
公
共
圏
の
境
界
Ｉ
調
整
機
能
が
、
畿
内
の
国
訴
や
出
羽
の
郡
中
議
定
、
相
州
浦
賀
の
干
鯛
流
通
な
ど
で
析
出
さ
れ
て
お
り
、
地
域
国
家
化
の
指
針
と
さ
れ
て
い
る
関
東
に
お
け
る
改
革
組
合
村
の
設
置
を
め
ぐ
り
検
討
の
余
地
が
（５）
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
世
の
公
壯
〈
圏
は
い
か
な
る
特
徴
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
地
域
構
造
と
い
う
観
点
か
ら
も
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
質
的
な
転
換
を
問
題
と
す
る
た
め
に
も
重
要
だ
ろ
う
。
本論では、近年の研究動向をふまえつつ、武蔵国を素材
と
し
て
、
従
来
そ
の
存
在
が
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
村
々
に
設
け
ら
れ
た
定
杭
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
じ
（６）
て、近世後期の公壮〈圏の性質について検討する。そのため
に
、
ま
ず
は
村
社
会
と
村
の
外
部
の
人
々
や
社
会
集
団
と
の
関
係
を
確
認
し
、
次
に
定
杭
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
さ
ら
に
、
定
杭
米
崎
主日、ｖＩ
実
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近
世
後
期
の
関
東
で
は
各
地
で
組
合
村
（
村
連
合
）
が
結
成
さ
れ
た
。
村
々
は
議
定
を
結
ぶ
こ
と
で
組
合
村
を
結
成
し
た
。
文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
八
月
、
武
蔵
国
多
摩
郡
に
お
い
て
、
二
（７）
一の村々が組△Ⅱ村議定を結んだ。この組△口村議定は、関東
に
お
け
る
代
表
的
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
内
容
は
次
の
七
点
に
要
約
で
き
る
。
①
浪
人
体
の
者
の
止
宿
を
禁
止
す
る
こ
と
。
②
浪
人
体
の
者
へ
の
合
力
銭
は
鑑
四
文
と
す
る
こ
と
。
③
浪
人
体
の
者
が
狼
籍
を
働
い
た
場
合
、
近
辺
の
者
が
駆
け
つ
け
、
捕
ら
え
る
こ
と
。
ま
た
、
幕
府
へ
訴
え
出
る
事
態
に
至
っ
た
場
合
は
、
諸
費
川
の
負
担
は
組
合
村
の
惣
高
割
と
す
る
こ
と
。
④
御
免
勧
化
、
定
例
の
檀
那
廻
り
の
御
師
以
外
の
継
ぎ
送
り
を
禁
止
す
る
こ
と
。
ま
た
、
寄
進
に
つ
い
て
は
、
帳
面
の
み
の
記
入
も
行
わ
な
い
こ
と
。
⑤
生
国
の
確
か
な
者
が
病
気
を
起
こ
し
た
際
、
国
元
へ
の
継
ぎ
送
り
に
は
協
力
す
る
こ
と
。
⑥
こ
の
議
定
書
の
有
効
期
限
は
当
年
か
ら
一
○
年
間
と
す
る
こ
と
。
⑦
組
合
村
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
二
ヶ
村
が
年
行
事
に
な
り
組
合
を
め
ぐ
る
村
々
と
幕
府
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
世
後
期
の
地
域
社
会
に
対
し
て
幕
府
は
い
か
な
る
国
家
的
な
機
能
を
発
揮
し
た
の
か
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
改
革
組
合
村
設
置
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。
法
政
史
学
第
六
十
四
号
村
議
定
・
組
合
村
議
定
の
意
義
村
の
世
話
に
あ
た
る
こ
と
。
地
域
社
会
に
共
通
す
る
諸
問
題
に
対
し
て
、
近
隣
の
村
々
が
連
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
同
対
応
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
議
定
と
は
、
そ
れ
に
参
加
す
る
地
域
や
集
団
と
参
加
し
な
い
地
域
や
集
団
と
を
分
け
る
意
味
を
も
持
っ
て
い
た
。
村
議
定
は
、
村
の
取
り
決
め
に
参
加
し
た
村
人
と
参
加
し
な
い
（
で
き
な
い
）
村
人
と
を
明
確
に
分
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
組
合
村
議
定
に
つ
い
て
も
、
組
合
村
の
内
と
外
と
を
分
け
た
も
の
で
あ
つ
（８）
た。一一一一口うまでもなく内とは、議定内容に同意のうえ参加し
た
村
の
構
成
員
と
し
て
村
社
会
に
生
活
し
て
い
た
人
々
で
あ
る
。
外
と
は
、
そ
れ
以
外
の
人
々
で
、
参
加
し
な
か
っ
た
村
や
参
加
村
の
構
成
員
以
外
の
人
々
や
社
会
集
間
な
ど
で
あ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
前
述
し
た
文
政
四
年
の
武
蔵
国
多
摩
郡
の
組
合
村
結
成
に
際
し
て
、
組
合
村
議
定
の
締
結
と
と
も
に
、
議
定
の
趣
旨
を
知
ら
せ
る
た
め
の
定
杭
を
組
今
村
の
境
に
設
け
る
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
。
村
議
定
や
組
合
村
議
定
の
締
結
は、外部の人々や社会集団に対していわば法的な境界Ⅱ結
界
を
設
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
定
杭
の
考
察
に
移
る
前
に
、
ま
ず
は
、
近
世
後
期
の
社
会
状
況
を
、
村
及
び
組
合
村
と
外
部
の
人
々
や
社
会
集
団
の
関
係
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
ら
の
問
（９）
の
交
流
、
交
渉
の
あ
り
方
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。
一一
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近
世
後
期
の
村
社
会
と
外
部
の
人
々
や
社
会
集
団
と
の
関
係
は
、
契
約
関
係
の
有
無
に
よ
り
次
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
□
①
家
あ
る
い
は
村
社
会
と
外
部
の
社
会
集
団
と
が
契
約
関
係
を
も
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
家
や
村
に
お
い
て
な
さ
れ
る
普
請
な
ど
の
際
の
村
人
と
諸
職
人
と
の
関
係
、
個
別
の
家
か
ら
の
初
穂
提
供
と
伊
勢
社
・
秋
葉
社
な
ど
か
ら
の
大
麻
の
提
供
、
雨
乞
い
や
疫
病
流
行
の
際
の
村
社
会
か
ら
の
祈
祷
依
頼
と
修
験
な
ど
の
対
応
が
含
ま
れ
る
。
②
家
や
村
社
会
と
外
部
の
人
々
や
集
団
と
が
な
ん
ら
の
契
約
関
係
を
も
た
な
い
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
村
社
会
内
部
の
意
志
に
関
わ
ら
ず
、
村
社
会
に
来
訪
（
進
入
）
し
て
く
る
座
頭
や
冑
女
、
浪
人
者
、
旅
人
と
い
っ
た
人
々
や
社
会
集
団
が
含
ま
れ
る
。
近
世
後
期
の
組
合
村
議
定
の
対
象
と
な
る
の
は
②
で
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、
村
社
会
と
②
の
人
々
や
社
会
集
団
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
、
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
組
合
村
議
定
に
よ
っ
て
取
り
締
ま
り
の
対
象
と
な
る
以
前
に
は
、
村
社
会
と
そ
れ
ら
人
々
や
社
会
集
団
と
の
間
に
は
、
本
来
的
な
交
渉
が
あ
っ
た
は
ず
で
（Ⅲ）
あ
る
。
以
下
、
武
蔵
国
多
摩
郡
上
長
淵
村
の
『
村
鏡
』
を
事
例
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
村
の
定
杭
（
米
崎
）
二
村
社
会
と
来
訪
す
る
人
々
（ｕ）
［史料一］
一
正
月
者
座
頭
共
年
礼
と
し
て
農
家
江
参
入
候
二
付
、
銘
々
祝
儀
と
し
て
志
二
而
弐
銭
・
三
銭
銘
々
応
分
限
差
遣
候
（皿）
［史料一一］
｜
農
家
二
而
祝
儀
事
有
之
節
者
、
座
頭
・
盲
女
共
祝
と
し
て
参
入
候
二
付
、
志
銭
応
分
限
遣
し
候
、
尤
盲
人
共
多
人
数
込
合
、
祝
儀
当
人
難
儀
之
節
者
分
限
二
而
包
銭
等
仕
、
最
寄
之
座
頭
江
相
渡
候
、
然
上
者
祝
儀
当
日
盲
人
参
入
不
申
候
但
し
、
葬
礼
道
具
栫
候
家
、
又
者
石
切
杯
江
者
座
頭
・
盲
女
等
参
入
不
申
候
（皿）
［史料一二］
｜盲女之門附正月より三月節句迄二而、右者一一一四五人
シ
、
組
合
寿
之
寄
を
う
た
へ
軒
別
い
た
し
候
間
、
応
分
限
志
差
遣
候
、
且
上
巳
以
後
門
附
致
候
分
ハ
、
時
二
寄
差
留
候
但
、
盲
人
継
送
宿
等
之
分
入
用
者
、
村
中
高
割
合
二
而
、
村入用帳江差出候
［
史
料
一
］
か
ら
［
史
料
三
］
に
は
、
座
頭
、
盲
女
と
村
社
会
と
の
関
わ
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。
座
頭
や
盲
女
が
年
礼
、
祝
儀
な
ど
の
時
に
来
村
し
た
際
は
、
各
家
の
分
限
に
応
じ
て
合
力
銭
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
盲
人
が
多
数
俳
個
し
、
祝
儀
当
人
の
難
儀
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
最
寄
り
の
座
頭
へ
包
銭
を
渡
す
こ
一一一
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と
に
よ
り
、
祝
儀
の
当
日
の
盲
人
の
参
入
を
防
い
で
い
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
最
寄
り
出
生
の
盲
女
な
ど
と
地
域
社
会
が
共
生
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
継
ぎ
送
り
に
関
わ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
村
内
か
ら
高
割
で
徴
収
す
る
村
入
用
で
賄
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
原
則
と
し
て
、
座
頭
や
盲
女
は
、
個
別
の
百
姓
家
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
が
、
各
家
に
共
通
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
村
と
い
う
枠
組
み
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
近
世
後
期
の
村
入
用
帳
の
中
に
は
盲
女
な
ど
に
対
し
て
合
力
銭
を
提
供
し
た
記
録
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
る
事
項
が
す
べ
て
の
入
用
で
は
な
い
。
村
入
用
帳
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
本
来
的
に
は
、
［
史
料
一
］
か
ら
［
史
料
三
］
に
見
た
よ
う
に
、
各
家
と
座
頭
、
盲
女
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
も
の
が
、
各
家
の
共
通
経
費
を
村
で
負
担
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る。各
家
か
ら
村
へ
の
負
担
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
虚
無
僧
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（ｕ）
［史料四］
一
取
締
虚
無
僧
之
儀
者
、
武
蔵
野
鈴
法
寺
見
廻
り
之
僧
修
行
二
而
家
々
志
差
出
候
、
若
虚
無
僧
之
儀
、
村
内
二
お
ゐ
て
法
外
之
行
有
之
ハ
、
捕
押
、
右
鈴
法
寺
へ
相
渡
可
申
、
若
右
寺
二
而
不
引
請
候
ハ
、
、
其
筋
江
差
出
、
右
寺
見
廻
り
之
僧
不
埒
法
政
史
学
第
六
十
四
号
有
之
ハ
、
右
村
名
主
方
江
申
談
、
弥
埒
明
不
申
候
ハ
、
、
其
筋
江
差
出
候
、
尤
右
之
僧
見
廻
り
之
節
責
抜
ヶ
道
等
勝
手
次
第
被
致
候
、
乍
併
耕
作
へ
差
障
候
仕
方
有
之
候
ハ
、
、
其
段
申
聞
候
但
シ
、
右
寺
見
廻
り
之
僧
江
志
銭
留
銭
二
仕
置
之
儀
も
有
之
候
、
其
節
者
右
銭
村
方
割
合
者
家
別
虚
無
僧
へ
の
合
力
銭
は
、
鈴
法
寺
見
廻
り
の
僧
に
対
し
て
各
家
か
ら
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
虚
無
僧
が
村
内
で
法
外
の
所
業
に
及
ん
だ
場
合
は
、
捕
ら
え
て
鈴
法
寺
へ
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
鈴
法
寺
が
引
き
受
け
な
い
場
合
や
見
廻
り
の
僧
に
不
埒
な
振
る
舞
い
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
「
其
筋
江
差
出
」
あ
る
い
は
「
石
村
名
主
方
江
申
談
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
費
用
は
村
入
用
で
処
理
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
但
し
書
き
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
留
場
と
す
る
際
の
費
用
は
、
村
入
用
で
賄
う
が
、
村
内
で
は
家
別
に
徴
収
さ
れ
て
い
る
。
村
内
で
ま
と
め
る
際
に
も
家
ご
と
の
対
応
と
い
う
原
則
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
勧
化
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
。
（胆）
［史料五］
｜
所
々
よ
り
勧
化
等
申
来
候
共
、
先
方
任
頼
、
せ
話
致
候
義
不
仕
、
尤
無
拠
分
ハ
村
方
江
申
進
候
、
尤
右
体
之
儀
者
、
役
人
者
勿
論
、
小
前
之
も
の
一
一
而
も
信
心
に
て
せ
話
候
者
ハ
格
四
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別
、
其
時
宜
弁
利
次
第
遣
候
但
、
村
方
難
儀
之
節
、
申
断
、
勧
化
差
出
不
申
候
（応）
［史料六］
｜御免勧化之儀者、相拒不申、村方自カニ叶候程者出
し
、
御
法
度
之
趣
相
守
可
申
候
、
則
村
方
高
割
二
仕
候
（Ⅳ）
［史料七］
一
同
（
年
中
）
諸
山
勧
化
泊
り
同
断
（
村
高
割
）
（
）
内
は
筆
者
註
（ママ｜
但し、是ハ御免勧化丼〈口対勧化等名主方一一而取
計
、
村
力
軒
別
不
為
致
候
分
差
出
候
相
対
勧
化
に
つ
い
て
は
、
［
史
料
五
］
に
見
え
る
よ
う
に
、
む
や
み
に
対
応
せ
ず
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は
村
内
に
連
絡
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
家
の
信
仰
に
基
づ
く
対
応
ま
で
は
規
制
し
て
い
な
い
。
ま
た
［
史
料
六
］
に
見
え
る
よ
う
に
、
御
免
勧
化
に
つ
い
て
は
「
村
方
自
力
」
の
範
囲
内
で
対
応
し
、
村
内
か
ら
高
割
で
徴
収
す
る
村
入
用
で
処
理
さ
れ
て
い
る
。
［
史
料
七
］
か
ら
、
諸
勧
化
の
宿
泊
費
に
つ
い
て
も
高
割
で
徴
収
す
る
村
入
用
で
賄
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
名
主
に
よ
る
処
理
に
任
さ
れ
て
い
る
分
で
あ
る
。
各
家
の
信
仰
に
関
わ
る
問
題
は
家
の
対
応
、
各
家
の
共
通
経
費
については村入用という原則を確認できる。村内部で共通
対
応
を
図
る
と
い
う
方
針
は
「
難
儀
」
の
際
に
勧
化
を
断
る
こ
と
に
村
の
定
杭
（
米
崎
）
も
現
れ
て
い
る
。
（咽）
［史料八］
一
村
々
よ
り
若
道
橋
普
請
其
外
共
勧
化
頼
来
候
節
老
、
村
方
難
儀
無
之
様
取
計
、
尤
先
村
江
対
不
実
無
之
様
村
力
志
出
銭
者
当
人
之
志
一
一
ま
か
せ
候
、
右
諸
セ
話
之
儀
者
、
役
人
者
勿
論、外一一而も頓来候方誰一一よらすせ話可致候、乍併
不
正
之
勧
化
者
差
出
不
申
向
申
断
候
、
困
窮
年
若
出
し
不
申
候
、
時
二
寄
諸
勧
化
断
之
札
立
候
節
も
有
之
候
右
の
史
料
は
、
近
隣
村
々
の
勧
化
へ
の
対
応
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
目
村
が
困
窮
し
な
い
対
応
を
と
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
他
村
に
も
配
慮
し
て
「
当
人
之
志
」
と
い
う
各
家
の
対
応
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
も
困
窮
の
年
は
、
合
力
銭
を
拠
出
し
な
い
と
い
う
共
通
の
対
応
が
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、
勧
化
を
断
る
札
を
建
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
浪
人
者
や
旅
行
者
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（⑬）
［史料九］
一
惣
而
も
の
貰
江
合
力
之
儀
者
、
百
姓
難
儀
無
之
様
銘
々
志
二
而
差
遣
、
且
又
浪
士
衆
二
而
も
民
家
江
合
力
被
相
頼
候
ハ
、
、
も
の
貰
も
同
体
二
取
計
候
、
州
家
・
社
人
等
二
而
も
民
家
門
付
合
力
致
候
も
の
ハ
、
非
人
之
並
合
二
取
計
候
儀
有
之
候
共
、
用
捨
可
有
之
候
五
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但
し
、
右
体
之
者
法
外
有
之
、
入
目
相
懸
り
候
節
者
、
村
高
割
、
右
極
悪
者
取
扱
ハ
非
人
番
致
候
［史料一生
一
親
類
縁
者
一
一
而
も
諸
浪
人
を
抱
置
候
儀
不
相
成
、
若
不
遁
者
一
一
候
ハ
、
、
名
主
・
組
頭
・
組
合
江
申
談
、
其
上
御
上
江
御
訴
、
御
下
知
之
上
者
差
置
可
申
、
尤
身
元
不
慥
之
者
二
候
ハ
、
、
不
差
置
候
、
正
路
之
も
の
に
て
差
置
候
節
者
、
証
文
を
取
、
差
置
可
申
候
但
、
右
浪
人
二
付
、
諸
入
目
相
懸
り
候
儀
出
来
候
節
者
、
差
置
候
も
の
よ
り
差
出
候
、
浪
人
差
置
之
儀
者
何
様
慥
成
者
二
候
共
、
無
届
二
而
差
置
之
儀
不
相
成
候
浪
人
者
を
含
め
た
物
貰
い
に
つ
い
て
は
、
各
家
が
過
重
な
負
担
に
な
ら
な
い
程
度
に
対
応
す
る
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
者
が
不
法
な
振
る
舞
い
を
す
る
な
ど
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
際
に
は
、
高
割
で
の
経
費
負
担
が
図
ら
れ
て
い
る
。
浪
人
者
な
ど
を
村
内
に
留
め
置
く
こ
と
は
禁
止
し
て
い
る
が
、
幕
府
の
認
め
た
場
合
に
は
許
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
問
題
が
生
じ
た
場
合
の
出
費
は
、
留
め
置いた家が負担する。
（皿）
［史料一一］
一
遠
方
之
者
、
村
内
二
而
急
病
二
相
成
、
出
生
慥
二
而
も
金
銀
手
当
無
之
、
難
儀
之
者
者
、
郷
送
り
致
、
出
生
村
江
送
り
遣
法
政
史
学
第
六
十
四
号
候、籠代等之儀者、村入用仕候、郷送継出之儀者、
一
札
相
認
メ
相
添
差
出
申
候
、
尤
右
体
他
村
よ
り
継
来
候
分
、
先
村
江
継
立
候
、
若
不
正
之
者
候
ハ
、
、
継
戻
ニ
相
成
候
間
、
継
出
村
送
戻
候
、
若
村
内
二
而
死
去
仕
候
ハ
、
、
其
段
御
訴
可
申
上
候
問
、
御
検
使
之
上
取
置
可
申
候
（犯）
［史料一一三
一
村
役
人
差
図
無
之
旅
人
止
宿
致
間
敷
候
、
右
差
図
致
遣
候
旅
人
入
用
者
村
高
割
一
一
候
、
好
身
無
之
者
止
宿
為
致
間
敷
候
、
若
好
身
之
者
行
暮
、
宿
頼
候
ハ
、
、
組
合
・
村
役
人
江
申
断
、
宿
可
致
、
尤
翌
早
朝
出
立
致
さ
せ
へ
く
候
但
し
、
役
人
差
図
無
之
者
好
身
を
以
宿
致
、
入
用
掛
り
候
儀
出
来
候
ハ
、
、
宿
致
候
者
之
掛
り
二
候
急
病
な
ど
遠
方
の
者
に
不
慮
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
介
抱
を
施
し
、
文
書
を
添
え
て
郷
送
り
に
よ
り
人
別
の
村
方
へ
送
り
返
す
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
の
費
用
は
、
村
入
用
で
賄
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
旅
人
を
村
内
に
留
め
置
く
こ
と
は
禁
止
し
て
い
る
が
、
村
役
人
が
認
め
た
場
合
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
留
め
置
く
場
合
の
出
費
は
高
割
で
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
村
社
会
と
勧
化
や
浪
人
者
な
ど
村
の
外
部
の
人
々
や
社
会
集
団
と
の
関
係
は
、
本
来
的
に
は
村
内
の
各
家
の
対
応
が
原
則
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
虚
無
僧
の
留
場
銭
や
諸
勧
化
の
六
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近
世
後
期
に
な
る
と
、
と
り
わ
け
関
東
で
は
、
凶
作
や
農
村
荒
廃
な
ど
を
契
機
と
す
る
浪
人
者
な
ど
の
増
加
や
村
内
部
に
お
け
る
各
家
の
疲
弊
か
ら
、
村
社
会
と
外
部
の
人
々
や
社
会
集
団
と
の
関
係
は
変
化
す
る
。
村
社
会
は
、
従
来
の
慣
行
で
は
対
応
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
「
村
鏡
」
に
は
、
凶
作
時
、
村
に
来
訪
す
る
人
々
へ
の
対
応
は
次
のように記きれている。
（麹）
［史料一一二］
｜
違
作
之
節
者
、
物
貰
等
村
内
江
立
入
候
共
、
志
二
計
ひ
合
力
遣
し
候
儀
難
及
候
節
者
、
村
内
入
口
江
も
の
貰
留
之
札
を
立
候
而
、
銘
々
志
差
遣
し
不
申
儀
二
も
仕
候
、
尤
百
姓
方
之
内
身
元
宜
敷
、
志
も
厚
有
之
、
合
力
差
出
し
候
も
の
有
之
候
対
応
、
浪
人
者
な
ど
へ
の
合
力
銭
な
ど
、
各
家
の
共
通
経
費
は
村
入
用
で
支
出
さ
れ
た
。
村
入
用
の
徴
収
方
法
は
、
家
別
と
高
割
と
二
つ
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
各
家
と
村
社
会
外
部
の
人
々
や
社
会
集
団
と
の
間
の
互
酬
関
係
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
各
家
の
対
応
原
則
に
近
い
虚
無
僧
の
留
場
銭
に
つ
い
て
は
家
別
、
名
家
と
の
互
酬
関
係
が
疎
遠
な
浪
人
者
や
旅
人
に
対
し
て
は
、
高
割
で
処
理
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
村の定杭（米崎）
三
村
の
定
杭
共
、
役
人
よ
り
差
綺
不
申
、
右
体
志
之
も
の
ハ
、
外
貧
民
救
方江者勿論、志有之儀一一候上者、猶差綺不申、尤自
分
勝
手
之
計
而
已
有
之
候
ハ
、
、
急
度
取
計
候
、
且
右
様
違
作
之
節
者
、
先
例
仕
置
之
社
人
・
神
主
・
御
師
江
差
出
候
作
り
初
穂
之
儀
も
手
薄
二
相
成
候
儀
も
有
之
候
得
共
、
先
例
出
し
来
候
方
江
ハ
断
等
不
仕
候
、
乍
併
農
家
難
儀
二
面
寄
附
減
少
お
よ
ひ
候
分
ハ
、
枇
柄
立
直
次
第
先
規
二
立
戻
り
候
二
付
、
先
方
二
而
も
勘
弁
可
被
致
儀
二
候
不
作
な
ど
に
よ
り
百
姓
経
営
が
苦
し
い
時
に
は
、
前
節
で
指
摘
し
た
人
々
に
対
し
て
合
力
銭
を
提
供
し
な
い
こ
と
が
申
し
合
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
村
内
す
べ
て
の
家
に
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い。合力銭を提供できる「身元宜敷」家は、「貧民救方」
を
行
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
ｎ
分
勝
手
」
の
行
為
は
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
村
内
の
状
況
は
組
合
村
議
定
を
結
ぶ
前
段
階
の
社
会
状
況
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
村
社
会
の
人
々
が
外
部
の
人
々
や
社
会
集
団
に
対
し
て
村
内
入
口
に
「
も
の
貰
留
之
札
」
を
建
て
て
意
思
表
示
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
改
革
組
合
村
の
拝
島
村
組
合
で
は
、
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
に
最
寄
り
出
生
の
盲
女
の
み
に
合
力
を
提
供
す
る
申
し
合
わ
（型）
せ
を
し
て
い
る
。
地
域
社
〈
言
で
は
外
部
の
社
会
集
団
に
対
し
て
一
律
七
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に
合
力
の
提
供
を
禁
止
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
地
域
社
会
を
旦
那
場
と
し
て
い
る
か
、
し
て
い
な
い
か
に
よ
っ
て
対
応
は
異
な
っ
て
い
た
。
地
域
社
会
で
出
生
し
、
暮
ら
し
て
い
る
座
頭
や
官
女
と
は
共
生
関
係
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
て
、
村
社
会
が
外
部
の
人
々
や
社
会
集
団
に
対
し
て
建
て
た
「札」については各地で確認できる。
武
蔵
国
秩
父
郡
上
名
栗
村
で
は
文
政
三
（
一
八
二
○
）
年
に
次
の
よ
う
な
「
定
柱
」
を
建
て
て
い
る
。
（妬）
［史料一Ｗ］相
対
も
の
取
計
定
柱
一
檜
角
長
サ
五
尺
七
寸
五
厘
外
根
入
之
所
ハ
丸
木
之
儘
五
尺
三
寸
角
面
三
寸
五
分
笠
厚
サ
壱
寸
弐
分
出
壱
寸
弐
分文言
御
高
札
前
口
と
り
無
之
馬
二
乗
へ
か
ら
す
勧
化
奉
加
巡
行
僧
侶
丼
諸
浪
人
其
外
之
も
の
御
免
之
外
合
力
銭
且
者
休
泊
れ
か
ひ
の
と
も
か
ら
髪
許
江
立
入
へ
か
ら
す
但
当
村
二
お
ゐ
て
ハ
年
番
役
之
掛
也
法
政
史
学
第
六
十
四
号
武
州
秩
父
郡
上
名
栗
村
文
政
三
辰
年
四
月
七
日
建
こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
笠
（
屋
根
）
が
付
け
ら
れ
た
高
札
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
「
定
性
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
札
と
は
別
の
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
建
て
ら
れ
た
場
所
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
高
札
場
に
建
て
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
同
様
の
意
思
表
示
は
組
合
村
に
お
い
て
も
決
め
ら
れ
て
い
る
。
文化一三（一八一六）年一一一川、武蔵国入間郡の一一九ヶ付
が
諸
勧
化
へ
の
合
力
を
制
限
す
る
申
し
合
わ
せ
を
し
た
組
合
村
議
定
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
（蛎）
［史料一五］
村
々
入
ｕ
へ
定
杭
書
方
左
の
通
浪
人
体
井
諸
勧
化
え
合
力
不
致
宿
賃
不
申
候
弐
拾
九
ヶ
付
組
合何
村
右
の
通
□
帳
面
二
相
認
メ
、
御
郡
代
所
・
御
代
官
所
両
御
役
所
へ
差
上
申
候
村
々
の
入
口
に
建
て
る
「
定
杭
」
の
内
容
が
決
め
ら
れ
、
川
越
藩
郡
代
所
と
代
官
所
に
組
合
村
議
定
と
と
も
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
化
一
四
二
八
一
七
）
年
、
武
蔵
国
埼
玉
郡
八
条
領
八
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三
五
ヶ
村
で
も
浪
人
者
を
取
り
締
ま
る
「
傍
示
札
」
を
「
入
口
有
之
（”）
村
々
」
に
建
て
る
こ
と
が
〈
口
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
傍
示
札
」
が
組
合
村
の
領
域
の
入
口
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
（犯）
［史料一六］
来
ル
廿
六
日
寄
合
調
印
致
し
、
其
節
村
々
定
杭
之
文
言
一
様
二
取
建
候
（中略）
関
戸
村
江
罷
越
、
浪
人
も
の
勧
進
留
之
文
言
之
内
御
触
之
通
と
申
字
相
除
可
申
趣
二
致
し
相
帰
り
申
候
こ
の
史
料
は
、
前
述
し
た
文
政
四
（
一
八
二
二
年
八
月
、
武
蔵
国
多
摩
郡
の
二
一
ヶ
村
で
組
合
村
議
定
を
締
結
す
る
際
の
村
役
人
た
ち
の
動
向
や
評
議
し
た
内
容
で
あ
る
。
組
合
村
議
定
の
調
印
と
と
も
に
、
村
々
で
「
定
杭
」
を
建
て
る
こ
と
、
ま
た
そ
こ
に
記
さ
れ
る
文
一一一一口について話し合われている。「定杭」に記された文一一一一口は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
御
触
と
い
う
文
言
を
削
除
す
る
申
し
合
わ
せ
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
幕
府
の
意
図
を
越
え
た
組
合
村
独
自
の
対
応
が
あ
っ
た
こ
と
を
うかがわせる。
以
上
の
よ
う
に
、
村
々
で
は
浪
人
者
や
諸
勧
化
な
ど
に
合
力
銭
を
提
供
で
き
な
い
場
合
、
村
議
定
や
組
合
村
議
定
を
取
り
決
め
る
と
と
も
に
、
「
定
柱
」
、
「
定
杭
」
、
「
傍
示
札
」
な
ど
と
称
す
る
杭
や
札
を
村
の
定
杭
（
米
崎
）
建
て
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
以
下
本
論
で
は
、
そ
れ
ら
を
定
杭
と
〈羽）
する）。
で
は
、
定
杭
は
ど
の
よ
う
な
場
所
に
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か。『村鏡』には次のように記されている。
（釦）
［史料一七］
一
高
札
場
之
外
制
書
机
立
候
所
は
、
坂
之
上
り
口
辻
、
六
屋
敷
、
神
送
り
場
、
ニ
ッ
塚
、
西
ノ
人
丼
戸
川
、
外
二
前
書
大
荷
田但
し
、
制
札
建
方
之
儀
者
、
村
人
足
二
而
仕
候
上
長
淵
村
は
、
五
つ
の
集
落
（
村
組
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
上
長
淵
村
で
定
杭
の
建
て
ら
れ
た
場
所
は
六
ヶ
所
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
村
を
横
断
す
る
道
筋
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
の
入
川
と
み
ら
れ
る
ロ
当
然
、
そ
れ
ら
の
内
の
い
く
つ
か
は
村
境
に
も
な
っ
て
い
た
。
な
か
で
も
「
神
送
り
場
」
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
「
神
送
り
場
」
と
は
、
上
長
洲
村
で
疫
病
な
ど
が
流
行
し
た
際
、
村
内
を
清
め
た
後
に
疫
病
神
を
送
り
出
す
場
所
で
、
こ
の
場
所
で
は
、
「
ふ
せ
ぎ
」
と
い
う
民
俗
儀
礼
が
近
年
ま
で
行
わ
（、）
れ
て
い
た
。
「
ふ
せ
ぎ
」
と
は
、
六
月
の
は
じ
め
に
集
落
の
入
口
に
注
連
竹
を
立
て
、
草
畦
を
吊
し
、
集
落
内
に
疫
病
な
ど
の
流
行
を
防
（犯）
ぐ
た
め
の
行
事
で
あ
る
。
同
様
の
儀
礼
は
、
災
い
が
ム
ー
フ
に
侵
入
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
注
連
や
藁
で
作
っ
た
草
畦
や
人
形
な
ど
を
九
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ム
ラ
境
な
ど
に
掲
げ
る
「
道
切
り
」
の
習
俗
と
し
て
他
地
域
で
も
知
（羽）
ら
れ
て
い
る
。
定
杭
を
建
て
る
場
所
が
、
こ
の
よ
う
な
民
俗
儀
礼
を
執
り
行
う
場
所
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
定
杭
が
、
村
内
部
の
災
い
を
外
へ
と
送
り
出
し
、
外
部
の
災
い
が
村
に
侵
入
す
る
こ
と
を
防
ぐ
村
人
の
精
神
的
な
境
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
近
世
後
期
の
村
社
会
の
人
々
に
と
っ
て
、
浪
人
者
な
ど
の
外
部
の
人
々
や
社
会
集
団
は
、
精
神
世
界
の
レ
ベ
ル
で
対
時
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
定
杭
は
村
人
の
精
神
世
界
と
外
部
の
人
々
や
社
会
集
団
を
隔
て
る
結
界
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
定
杭
は
村
人
足
で
建
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
「
制
書
立
場
江
不
祥
物
捨
（型）
申
間
敷
」
と
あ
る
よ
う
に
、
村
人
の
精
神
的
な
境
界
は
特
別
な
場
所
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
近
世
後
期
の
社
会
状
況
を
背
景
と
し
た
村
議
定
や
組
合
村
議
定
の
取
り
決
め
は
、
定
杭
と
い
う
外
部
の
人
々
や
社
会
集
団
に
対
す
る
意
志
表
示
を
伴
っ
て
い
た
。
公
共
圏
の
境
界
に
は
定
杭
と
い
う
村
社
会
の
人
々
に
と
っ
て
の
精
神
的
な
象
徴
が
あ
っ
た
の
（銅）
である。
定
杭
に
対
し
て
幕
府
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
法
政
史
学
第
六
十
四
号
四
定
杭
を
め
ぐ
る
幕
府
と
地
域
社
会
’○
（妬）
［史料一八］
近
年
浪
人
杯
と
申
、
村
々
百
姓
家
え
参
、
合
力
を
乞
、
少
分
之
合
力
銭
杯
遣
候
得
は
致
悪
口
或
ハ
一
宿
を
乞
泊
り
、
病
気
杯
と申、四五日も致逗留候内二は、品々難題を由‐かけ、
合
力
銭
餘
慶
二
ね
た
り
取
候
段
、
粗
相
聞
、
不
届
之
至
候
、
以
来
右
体
之
者
罷
越
候
ハ
、
、
其
辺
之
ゑ
た
・
非
人
二
為
召
捕
、
早
々
公
事
方
御
勘
定
奉
行
え
可
致
注
進
、
勿
論
何
様
二
申
候
共
、
決
て
止
宿
な
と
不
為
致
、
苗
字
帯
刀
い
た
し
候
も
の
え
は
、
壱
銭
之
合
力
も
致
ま
し
く
候
、
若
相
背
候
ハ
、
、
可
為
曲
事
も
の
也
右
之
趣
相
守
、
触
書
写
取
、
村
は
つ
れ
井
村
役
人
共
之
居
宅
前
杯
二
張
置
可
申
候
右
之
通
、
関
八
州
井
伊
豆
国
、
甲
斐
国
村
々
え
可
被
相
触
候
、
私
領
之
村
方
え
は
、
其
最
寄
御
代
官
よ
り
不
洩
様
通
候
様
可
被
致
候
右
に
掲
げ
た
史
料
は
明
和
六
（
一
七
六
九
）
年
六
月
、
幕
府
が
関
八
州
及
び
伊
豆
・
甲
斐
国
村
々
に
通
達
し
た
も
の
で
、
合
力
を
乞
う
浪
人
者
を
取
り
締
ま
る
触
書
で
あ
る
。
難
題
を
申
し
か
け
、
合
力
銭
を
ね
だ
り
取
る
浪
人
と
自
称
す
る
者
を
穣
多
、
非
人
に
捕
ら
え
さ
せ
、
幕
府
へ
注
進
す
る
こ
と
。
苗
字
帯
刀
を
す
る
者
に
対
し
て
止
宿
や
合
力
銭
の
提
供
を
禁
止
す
る
こ
と
を
通
達
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
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同
様
の
触
書
は
度
々
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
点
は
、
村
で
は
触
書
を
写
し
取
り
、
「
村
は
つ
れ
井
村
役
人
居
宅
前
杯
二
張
置
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
幕
府
が
こ
の
触
書
の
内
容
を
周
知
す
る
た
め
に
、
村
は
ず
れ
ま
た
は
村
役
人
宅
前
に
掲
示
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
一
○
月
の
触
書
で
は
、
村
々
で
写
し
取
り
、
「
村
々
入
口
・
高
札
場
或
は
村
役
人
之
（幻）
宅前杯え為張置」という文一一一一口になっている。実際、関東の
事例ではなく時代は下るが、弘化三（一八四六）年には、
（犯）
触
奎
曰
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
高
札
が
残
存
し
て
い
る
。
こ
の
高
札
は
横
長
で
、
中
央
の
上
が
と
が
っ
た
五
角
形
で
、
屋
根
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
形
態
か
ら
高
札
場
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
幕
府
が
定
杭
の
設
置
を
奨
励
し
た
と
見
る
こ
と
ができる。
一
方
、
次
に
掲
げ
る
史
料
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
い
ま
ま
で
見
て
き
た
定
杭
と
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
（羽）
［史料一九］
其
村
々
高
札
井
村
境
傍
示
杭
等
御
代
官
御
名
前
之
分
ハ
認
置
之
儀
可
及
申
差
図
候
之
間
、
早
々
可
申
出
候
、
此
廻
状
村
下
江
令
受
印
早
々
順
達
、
留
り
村
よ
り
相
返
者
也
酉
七
月
晦
日館
林
村
の
定
杭
（
米
崎
）
江
戸
御
役
所
秩
父
郡南
村
（以下六ヶ村連名略）
こ
の
史
料
か
ら
は
、
「
傍
示
杭
」
に
は
村
を
支
配
す
る
代
官
名
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
江
戸
周
辺
地
域
に
お
い
て
も
代
官
の
支
配
替
え
と
と
も
に
、
「
傍
示
杭
」
に
記
さ
れ
た
代
官
名
を
（㈹）
書
き
改
め
る
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
鷹
場
の
領
域
を
示
す
た
め
に
「
御
定
杭
」
と
称
さ
れ
る
杭
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
尾
州
家
鷹
場
に
は
八
三
本
の
杭
が
境
界
線
上
に
打
た
れ
て
お
り
、
近
世
中
期
（似）
に
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
石
杭
に
立
て
替
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
傍
示
杭
」
に
は
支
配
の
領
域
を
示
す
役
割
を
果
た
す
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
役
割
は
、
古
く
は
荘
園
の
境
界
を
明
確
に
す
る
た
め
の
四
至
膀
示
に
通
じ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
村
や
組
合
村
に
建
て
ら
れ
た
定
杭
は
、
地
域
社
会
に
お
ける諸身分間の秩序に混乱をもたらした。
（“）
［史料一一○］
武
蔵
国
比
企
郡
、
高
麗
郡
、
足
立
郡
、
入
間
郡
、
多
摩
郡
村
々
、
前
々
神
子
・
修
験
無
滞
往
来
候
処
、
近
キ
頃
右
郡
々
村
々
境
禁
制
之
札
相
建
、
穣
多
・
非
人
共
番
二
附
置
、
神
子
・
修
験
村
内
出
入
不
為
致
、
修
行
計
一
一
も
無
之
、
一
派
仲
間
・
親
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類
縁
者
有
之
候
も
の
通
路
不
相
成
由
相
聞
候
、
神
子
・
修
験
と
も
二
触
頭
よ
り
銘
々
修
行
札
渡
置
、
紛
敷
儀
無
之
条
、
前
々
之
通
往
来
可
為
致
候
、
若
又
修
行
二
事
寄
、
悪
事
い
た
し
候
ハ
、
可
訴
出
候
事
右
之
趣
、
御
料
・
私
領
共
、
向
寄
御
代
官
よ
り
通
達
可
有
之
候
卯
七
月
こ
の
史
料
は
、
文
政
二
（
一
八
一
九
）
年
七
月
、
幕
府
が
武
蔵
国
比
企
・
高
麗
・
足
立
・
入
間
・
多
摩
の
各
郡
村
々
に
宛
て
た
触
書
で
あ
る
。
村
々
が
村
境
に
禁
制
の
札
を
建
て
、
穣
多
・
非
人
に
番
を
さ
せ
、
幕
府
の
認
め
た
神
子
・
修
験
の
通
行
を
妨
害
し
て
い
る
た
め
、
幕
府
は
従
来
通
り
の
通
行
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
禁
制
の
札
と
は
前
節
で
見
た
よ
う
な
村
や
組
合
村
が
建
て
た
定
杭
に
違
い
な
い
。
村
独
自
で
建
て
た
定
杭
と
幕
府
の
指
示
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
代
官
名
を
記
し
た
り
鷹
場
の
境
界
を
示
し
た
「
傍
示
杭
」
と
は
性
質
が
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
に
掲
げ
る
史
料
は
、
一
見
す
る
と
、
［
史
料
一
八
］
で
見
た
浪
人
者
な
ど
へ
の
合
力
銭
の
提
供
を
禁
止
し
た
触
書
と
矛
盾
す
る
。
し
か
し
、
［
史
料
一
八
］
に
お
け
る
取
り
締
ま
り
の
対
象
は
、
浪
人
な
ど
と
偽
っ
て
合
力
を
乞
い
歩
く
、
幕
府
に
と
っ
て
認
知
で
き
な
い
非
合
法
的
な
存
在
、
一
方
、
［
史
料
二
○
］
に
お
け
る
村
々
を
通
行
す
る
神
子
や
修
験
た
ち
は
幕
府
が
認
知
し
、
合
力
を
乞
う
こ
と
を
保
障
し
た
社
会
集
法
政
史
学
第
六
十
四
号
団
と
考
え
る
と
整
合
性
が
つ
く
。
村
社
会
と
外
部
の
人
々
や
社
会
集
団
と
を
隔
て
る
結
界
と
し
て
位
置
づ
い
て
い
た
定
杭
は
、
村
の
武
力
を
背
景
に
、
幕
府
の
意
図
を
超
え
て
、
地
域
社
会
に
お
い
て
幕
府
が
認
知
し
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
集
団
の
活
動
を
制
限
す
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
村
や
組
合
村
が
設
け
た
定
杭
は
、
幕
府
の
認
め
た
地
域
社
会
に
お
け
る
秩
序
を
混
乱
さ
せ
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
様
の
触
は
、
既
に
寛
保
三
（
一
七
四
一
一
一
）
年
四
月
に
触
れ
ら
れ
（⑬）
ており、天明四（一七八四）年一一月には、次に掲げるよう
に
、
伊
奈
役
所
か
ら
江
戸
周
辺
地
域
の
触
次
に
宛
て
て
出
さ
れ
て
い
る。
（“）
［史料一一一］覚
去
子
年
以
来
、
宿
村
共
困
窮
之
上
、
去
卯
年
大
凶
作
二
而
、
米
穀
高
直
二
相
成
り
、
水
呑
無
田
地
者
ハ
勿
論
、
百
性
共
悉
及
難
義
候
二
付
、
宿
村
共
二
諸
勧
進
不
呵
入
と
申
杭
を
建
、
又
ハ
村
境
二
小
屋
相
懸
、
非
人
之
類
を
番
人
二
罷
置
、
｜
向
通
路
不
為
致候二付、左同心之孤独之者、野非人等抱体ハ勿論、
通
路
も
差
支
致
難
義
候
趣
二
付
、
宿
村
共
一
月
之
内
六
七
度
宛
も
袖
乞
物
貰
之
者
差
支
無
之
様
、
宿
村
々
江
可
申
渡
置
旨
、
従
御
勘
定
所
達
一
一
付
、
得
御
意
、
触
下
村
々
江
不
洩
様
可
申
通
’’一
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候
、
此
触
書
披
見
之
上
、
村
下
二
令
請
印
、
早
々
順
達
、
留
り
よ
り
可
相
返
者
也
半
左
衛
門
辰
二
月
十
日
役
所
中
野
上
仙
川
右
触
次
中
前
書
之
通
被
仰
付
候
之
間
、
御
承
知
可
被
成
候
、
村
下
二
刻
附
之
下
ケ
札
を
以
御
受
印
被
成
、
早
々
御
順
達
、
留
り
よ
り
御
返
シ
可
被
成
候
、
以
上
辰
二
月
十
七
日
中
野
村
名
主卯右
衛
門
右
の
史
料
は
、
関
東
郡
代
伊
奈
半
左
衛
門
役
所
か
ら
領
々
触
次
を
通
じ
て
村
々
に
通
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
凶
作
を
契
機
と
す
る
諸
物
価
高
騰
に
よ
り
村
々
の
百
姓
が
困
窮
し
た
た
め
、
諸
勧
進
の
侵
入
を
拒
む
村
々
に
対
し
て
、
従
来
通
り
の
通
行
と
合
力
を
命
じ
て
い
る
。
村
社
会
で
は
、
諸
勧
進
の
侵
入
を
拒
む
た
め
に
定
杭
に
よ
る
表
示
を
行
う
と
と
も
に
、
村
境
に
お
い
て
非
人
な
ど
の
小
屋
を
設
け
て
いる。この
よ
う
に
幕
府
は
地
域
の
秩
序
に
混
乱
を
も
た
ら
す
定
杭
を
建
て
る
村
々
を
取
り
締
ま
っ
た
が
、
結
局
は
そ
れ
を
止
揚
す
る
こ
と
は
村の定杭（米崎）
で
き
な
か
っ
た
。
幕
府
が
地
域
社
会
の
秩
序
を
調
停
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
地
域
の
枠
組
み
を
提
示
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
改
革
組
合
村
は
そ
の
た
め
の
地
域
的
な
枠
組
み
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。周知
の
よ
う
に
、
文
政
一
○
（
一
八
二
七
）
年
、
幕
府
は
関
東
に
改
革
組
合
村
を
設
置
す
る
。
で
は
、
そ
の
中
で
定
杭
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
い
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
（頓）
［史料一一一一］
正
面
関
東
向
御
取
締
御
改
革
二
十
六
箇
村
組
合
何
村
（ママ｜｜
右
御
覧
之
外
諸
勧
化
継
送
人
足
差
出
不
申
候
左
浪
人
体
之
も
の
止
宿
合
力
相
断
申
候
裏
文
政
十
二
丑
年
四
月
右
の
史
料
は
、
関
東
取
締
出
役
か
ら
村
々
に
「
村
境
辻
々
江
御
立
可
被
成
」
と
通
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
文
政
一
二
（
一
八
二
九
）
年
は
改
革
組
合
村
が
実
質
的
に
設
定
さ
れ
た
（妬）
年である。杭の設置主体が改革組合村一一六ヶ村であること
を
除
け
ば
、
従
来
の
定
杭
と
内
容
に
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
関
東
取
締
出
役
は
定
杭
を
否
定
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（灯）
［史料一一一二］
御
取
締
向
御
改
革
御
趣
意
之
趣
堅
可
相
守
候
間
、
相
認
村
々
二
建
有
之
杭
之
義
、
年
来
相
立
朽
腐
打
倒
、
其
儘
二
相
成
居
、
又
￣
－
－
－
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者
文
字
不
相
分
向
茂
有
之
哉
二
相
見
、
山
中
附
ハ
別
而
有
之
候
、
右
者
文
政
度
御
改
革
被
仰
出
候
儀
ハ
、
品
々
厚
キ
御
趣
意
二
面
譽
者
在
中
村
々
江
長
脇
差
を
帯
候
悪
党
共
、
其
外
浪
人
、
無
宿
、
無
頼
之
も
の
共
、
不
時
二
罷
越
、
強
勢
二
申
威
候
様
之
も
の
も
、
右
杭
建
有
之
場
所
江
ハ
先
ツ
ハ
不
立
入
訳
、
若
右
様
之
も
の
立
廻
り
あ
は
れ
候
節
、
搦
押
方
且
若
者
共
心
得
方
都
而
御
趣
意
向
下
々
江
し
め
し
の
た
め
建
置
候
義
二
候
得
者
、
村
々
ニ
お
ゐ
て
も
大
切
二
心
得
、
高
札
場
脇
其
外
目
立
候
場
所
江
可
建
置
品
々
有
之
候
、
右
ハ
今
般
改
而
申
達
候
儀
二
無
之
候
得
共
、
御
改
革
以
後
年
数
相
立
、
御
趣
意
向
不
弁
村
役
人
も
有
之
哉
二
付
、
寄
場
、
大
小
惣
代
役
人
共
よ
り
組
合
村
々
江
申
触
、
杭
随
分
大
木
一
一
い
た
し
、
文
字
是
迄
其
所
認
振
も
可
有
之
筆
太
一
一
相
認
、
有
来
之
場
所
等
江
杭
建
直
し
方
早
々
可
取
計
候
嘉
永
四
（
一
八
五
二
年
の
右
の
史
料
か
ら
も
、
村
の
定
杭
は
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
む
し
ろ
、
関
東
取
締
出
役
は
浪
人
や
無
宿
、
無
頼
の
者
の
村
内
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
、
定
杭
を
「
太
木
（
中
略
）
筆
太
」
に
し
て
、
目
立
つ
場
所
へ
建
て
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
一
方
、
改
革
組
合
村
の
設
置
以
降
、
名
称
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
（蛆）
村
々
で
は
、
そ
れ
ら
の
杭
の
こ
と
を
「
御
改
革
傍
示
杭
」
あ
る
い
は
（鯛）
「
御
取
締
杭
」
と
記
し
て
い
る
。
定
杭
が
幕
府
か
ら
認
め
ら
れ
た
も
法
政
史
学
第
六
十
四
号
の
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
杭
の
設
置
や
記
さ
れ
る
文
言
は
、
村
々
で
の
相
談
に
基
づ
き
決
め
た
よ
う
で
あ
る
。
幕
末
期
に
支
配
替
え
と
な
り
、
改
革
組
合
村
か
ら
外
れ
た
村
々
で
は
、
新
た
な
領
主
の
も
と
へ
杭
の
設
置
や
村
内
の
取
り
締
ま
り
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
を
立
て
た
う
え
で
、
改
革
組
合
村
の
設
置
の
際
に
建
て
た
杭
を
改
め
（釦）
て
建
て
る
よ
う
通
達
を
受
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
杭
を
建
て
る
こ
と
を
村
々
か
ら
申
請
し
、
領
主
が
追
認
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
小
間
物
其
外
あ
め
菓
子
等
」
や
「
酒
類
醤
油
小
売
丼
青
物
士
物
取
替
も
の
等
」
の
「
せ
り
売
人
」
が
組
合
村
内
へ
立
ち
入
（皿）
ることを禁止する文一一一一口が記された杭もある。この杭の内容
は
、
「
寄
場
役
人
・
大
小
惣
代
一
同
申
合
」
に
よ
り
決
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
依
然
と
し
て
、
村
で
建
て
た
定
杭
は
、
幕
府
の
意
図
に
抵
触
し
た
。
嘉
永
元
（
一
八
四
八
）
年
、
関
東
取
締
出
役
は
改
革
組
合
村
に
対
し
て
、
虚
無
僧
な
ど
が
不
法
行
為
を
し
た
場
合
、
村
々
に
捕
ら
え
て
お
く
よ
う
命
じ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
「
所
一
一
寄
留
場
杯
与
認
候
棒
杭
、
宿
村
外
れ
傍
示
杭
一
同
建
有
之
も
相
見
へ
、
何
等
之
子
細二而建置候哉、今般御書付之表二而ハ、右様之儀有之間
敷
儀
二
候
、
何
れ
一
一
も
御
書
付
二
不
振
様
宿
村
々
役
人
厚
ク
相
心
（宛）
得、流弊泥へミ候取計いたす問敷」として、村々では独自の
意
志
に
よ
り
幕
府
が
認
知
し
な
い
「
棒
杭
」
や
「
傍
示
杭
」
を
建
て
一
四
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本
論
で
は
、
村
社
会
が
諸
勧
化
や
浪
人
者
な
ど
外
部
の
人
々
や
社
会
集
団
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
を
見
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
本
来
的
に
は
村
社
会
に
お
け
る
各
家
対
応
で
あ
っ
た
が
、
共
通
経
費
は
村
入
用
で
賄
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
百
姓
の
疲
弊
、
諸
勧
化
や
浪
人
者
な
ど
の
増
大
に
対
し
て
、
村
社
会
で
は
村
議
定
や
組
合
村
議
定
を
取
り
決
め
る
と
と
も
に
、
村
や
組
合
村
の
境
に
定
杭
を
設
置
し
、
外
部
の
人
々
や
社
会
集
団
に
侵
入
さ
れ
な
い
よ
う
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
幕
府
は
浪
人
者
な
ど
を
取
り
締
ま
る
表
示
を
高
札
場
や
村
境
な
ど
に
設
け
る
よ
う
に
指
示
し
た
が
、
村
々
で
建
て
た
定
杭
は
、
地
域
社
会
の
秩
序
に
混
乱
を
も
た
ら
し
た
。
そ
こ
で
、
幕
府
は
地
域
社
会
の
秩
序
を
回
復
す
る
た
め
に
も
、
定
杭
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
た
地
域
を
相
対
化
す
る
新
た
な
地
域
的
な
枠
組
み
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
枠
組
み
が
改
革
組
合
村
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
改
革
組
合
村
が
設
潰
さ
れ
た
後
も
定
杭
は
存
続
し
て
い
く
。
関
東
取
締
出
役
は
定
杭
を
建
て
る
よ
う
奨
励
し
、
村
々
で
は
幕
府
の
認
め
た
公
的
な
権
威
が
付
与
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
、
定
杭
の
設
置
や
文
言
は
地
域
主
導
で
決
め
ら
れ
、
幕
府
の
意
図
と
抵
触
す
る
性
格
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
村
の
定
杭
（
米
崎
）
お
わ
り
に
意
思
表
示
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
近
世
後
期
の
地
域
社
会
で
は
、
公
共
圏
の
形
成
に
伴
い
、
定
杭
と
い
う
結
界
を
設
け
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
定
杭
の
設
置
さ
れ
た
場
所
は
、
村
社
会
の
人
々
の
精
神
的
な
境
界
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
近
世
後
期
の
公
共
圏
の
境
界
は
、
定
杭
の
建
つ
村
社
会
の
人
々
の
精
神
的
な
境
界
で
も
あ
っ
た
。
一
方
、
こ
の
よ
う
な
定
杭
は
幕
府
の
認
め
た
修
験
な
ど
の
往
来
を
妨
げ
た
り
、
諸
勧
化
を
拒
絶
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
地
域
社
会
に
お
け
る
諸
身
分
間
の
秩
序
を
乱
す
原
因
に
も
な
っ
た
。
幕
府
は
村
社
会
に
対
し
て
、
幕
府
の
認
め
た
勧
化
な
ど
を
支
障
な
く
通
行
さ
せ
る
よ
う
通
達
し
て
い
た
。
し
か
し
、
通
達
の
み
で
は
地
域
の
秩
序
を
回
復
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
幕
府
は
新
た
な
地
域
の
枠
組
み
と
し
て
改
革
組
合
村
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
改
革
組
合
村
の
設
置
以
降
、
無
宿
、
浪
人
者
な
ど
を
取
り
締
ま
っ
た
関
東
取
締
出
役
は
定
杭
を
建
て
る
こ
と
を
奨
励
し
た
。
幕
府
は
定
杭
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
継
承
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
定
杭
は
村
社
会
に
と
っ
て
、
公
的
な
権
威
が
付
与
さ
れ
た
「
御
取
締
杭
」
へ
と
名
称
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
、
定
杭
に
対
す
る
地
域
社
会
の
自
律
的
な
性
格
は
払
拭
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
定
杭
と
い
う
公
共
圏
の
境
界
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
儀
礼
研
究
を
ふ
ま
え
た
空
間
構
造
の
視
点
か
ら
も
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
べ
（鍋）
、
不
ツ
プ
は
『
通
過
儀
礼
」
に
お
い
て
、
儀
礼
と
は
あ
る
段
階
か
ら
次
五
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の
段
階
へ
移
行
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
儀
式
で
あ
る
と
定
義
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
を
分
類
、
整
理
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
、
あ
る
空
間
か
ら
別
の
空
間
に
移
動
す
る
時
の
空
間
儀
礼
を
指
摘
し
て
い
る
。
定
杭
の
建
て
ら
れ
た
場
が
「
神
送
り
場
」
と
い
う
儀
礼
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
時
、
定
杭
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
た
村
や
組
合
村
と
外
部
の
人
々
や
社
会
集
団
が
生
活
し
て
い
た
空
間
は
、
別
の
空
間
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
身
分
制
社
会
で
あ
る
近
世
社
会
は
、
無
前
提
な
あ
る
が
ま
ま
の
均
質
な
空
間
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
の
生
き
て
い
た
空
間
が
異
な
っ
て
い
く別）
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
実
態
の
う
違
え
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
集
団
は
同
じ
地
域
の
中
で
生
活
し
て
い
た
が
、
意
識
の
う
え
で
は
地
域
社
会
に
は
時
と
し
て
越
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
身
分
固
有
の
空
間
が
顕
在
化
し
た
。
近
世
後
期
の
公
共
圏
は
、
村
社
会
の
人
々
の
精
神
的
な
象
徴
で
あ
る
定
杭
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
た
身
分
固
有
の
空
間
だ
っ
た
。
こ
の
象
徴
的
な
定
杭
が
解
体
し
、
空
間
構
造
が
変
容
し
て
い
く
過
程
が
近
代
国
家
形
成
の
歩
み
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。註（１
）
薮
田
貫
『
国
訴
と
百
姓
一
摸
の
研
究
」
（
校
倉
書
房
、
一
九
九
二
年
）
、
谷
山
正
道
『
近
世
民
衆
運
動
の
展
開
』
（
高
科
書
店
、
’
九
九
法
政
史
学
第
六
十
四
号
四年）。
（
２
）
平
川
新
「
紛
争
と
世
論
ｌ
近
世
民
衆
の
政
治
参
加
‐
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
、
同
ヨ
郡
中
』
公
共
圏
の
形
成
Ｉ
郡
中
議
定
と
権
力
Ｉ
」
（
『
日
本
史
研
究
」
第
五
一
一
号
、
二
○
○
五
年
三
月）。
（
３
）
註
（
１
）
藪
田
前
掲
書
。
（
４
）
地
域
構
造
は
空
間
構
造
と
換
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
世
に
お
け
る
地
域
社
会
の
空
間
を
扱
っ
た
研
究
は
、
木
村
礎
氏
ら
に
よ
る
景
観
論
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
木
村
礎
編
著
『
村
落
景
観
の
史
的
研究』八木書店、’九八八年）。そこでの研究は、絵図を
は
じ
め
と
す
る
近
世
史
料
か
ら
近
世
の
村
の
空
間
を
復
原
し
た
り
、
人
々
の
営
み
を
読
み
と
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
実
態
的
な
生
活
空
間
と
し
て
の
村
落
を
復
原
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
｜
方
、
吉
田
伸
之
氏
ら
に
よ
る
江
戸
を
は
じ
め
と
す
る
近
世
都
市
論
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
集
団
が
取
り
結
ぶ
社
会
関
係
か
ら
都
市
空
間
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
吉
田
仲
之
『
巨
大
城
下
町
江
戸
の
分
節
構
造
」
山
川
出
版
社
、
二
○
○
○
年
）
□
そ
こ
で
は
、
都
市
空
間
を
析
出
す
る
方
法
と
し
て
「
重
層
と
複
合
」
と
い
う
視
点
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
塚
田
孝
「
社
会
集
団をめぐって」「歴史学研究」第五四八号、一九八五年一
一
月
、
後
に
「
近
世
日
本
身
分
制
の
研
究
」
兵
庫
部
落
問
題
研
究
所
、
一
九
八
七
年
に
所
収
）
。
さ
ら
に
、
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
境界に関する研究（垂水稔「結界の構造」名著出版、一九
九
○
年
）
や
人
々
の
空
間
認
識
を
探
ろ
う
と
す
る
研
究
（
小
野
寺
淳
一一ハ
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「
近
世
河
川
絵
図
の
研
究
」
占
今
書
院
、
一
九
九
一
年
）
が
あ
る
。
近
年
の
近
世
都
市
論
や
歴
史
地
理
学
の
研
究
は
、
実
態
的
な
生
活
空
間
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
よ
り
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
関
係
や
社
会
意
識
を
ふ
ま
え
た
空
間
構
造
を
析
出
し
て
い
こ
う
と
す
る
点
で
本
論
の
視
点
と
同
じ
く
す
る
。
（
５
）
関
東
に
お
け
る
文
政
改
革
や
改
革
組
合
村
設
置
の
歴
史
的
意
義
を
め
ぐ
っ
て
、
最
近
の
三
人
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
た
い
。
吉
岡
孝
氏
は
政
策
論
的
視
点
と
地
域
論
的
視
点
と
を
分
け
る
こ
と
を
提
咄
し
、
改
革
組
今
村
の
設
置
意
図
は
寛
政
期
か
ら
文
政
期
ま
で
の
幕
府
の
身
分
統
制
に
あ
る
一
方
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
改
革
組
合
村
は
「
地
域
平
和
」
を
実
現
で
き
る
「
ｎ
治
・
自
律
」
的
組
織
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
改
革
組
今
村
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
幕
府
が
地
域
を
管
理
す
る
た
め
に
は
「
惣
代
庄
屋
」
的
秩
序
を
も
つ
民
衆
の
主
体
的
な
秩
序
を
容
認
し
、
そ
れ
を
通
じ
る
こ
と
以
外
の
術
が
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
（
吉
岡
孝
「
近
世
後
期
関
東
に
お
け
る
長
脇
差
禁
令
と
文
政
改
革
ｌ
改
革
組
合
村
は
治
安
警
察
機
構
に
非
ず
ｌ
」
Ｓ
史
潮
新
」
第
四
三
号
、
一
九
九
八
年
五
月
）
。
ま
た
、
従
来
の
研
究
史
を
整
理
し
つ
つ
、
文
政
改
革
の
基
調
が
風
俗
取
り
締
ま
り
と
教
諭
に
あ
っ
た
と
す
る
桜
井
昭
男
氏
は
、
改
革
組
合
村
の
設
憤
は
個
別
村
落
で
は
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
状
況
を
克
服
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
（
桜
井
昭
男
「
関
東
取
締
出
役
と
改
革
組
合
村
ｌ
文
政
改
革
の
基
調
ｌ
」
藤
川
覚
編
「
幕
藩
制
改
革
の
展
開
」
山
川
出
版
社
、
二
○
○
｜
年
）
。
両
者
の
説
明
で
は
な
ぜ
改
革
組
合
村
と
い
う
地
域
的
（
空
間
的
）
枠
組
み
が
必
要
だ
っ
た
か
十
分
と
は
言
い
難
い
。
な
お
、
村
の
定
杭
（
米
崎
）
筆
者
は
、
改
革
組
合
村
設
置
の
幕
府
の
政
策
基
調
が
身
分
秩
序
の
維
持
に
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
治
安
警
察
機
能
、
教
諭
機
能
、
商
業
管
理
機
能
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
改
革
組
合
村
は
地
域
社
会
の
自
治
的
な
運
営
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
（
６
）
こ
の
定
杭
の
存
在
は
、
摂
津
国
の
事
例
と
し
て
註
（
１
）
藪
田
前
掲
書
一
円
四
頁
、
一
五
八
頁
、
武
蔵
国
、
相
模
Ｎ
の
事
例
と
し
て
註
（５）桜井論文において指摘されている』
（
７
）
武
蔵
国
多
摩
郡
連
光
寺
村
富
沢
家
文
書
Ⅲ
五
六
五
（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
）
。
な
お
、
こ
こ
で
取
り
決
め
た
組
合
村
の
結
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
浪
人
も
の
取
締
組
合
の
結
成
と
展
開
ｌ
武
蔵
凶多摩郡関戸村外－－－ヶ村組合の場合ｌ」（「法政史論」第
一
一
号
、
’
九
八
囚
年
三
月
）
を
参
照
の
こ
と
。
（
８
）
「
ひ
と
つ
の
結
合
関
係
の
成
立
は
、
そ
の
外
側
に
結
合
関
係
か
ら
排
除
さ
れ
た
異
質
な
社
会
的
存
在
を
不
可
避
的
に
創
川
せ
し
め
る
」
も
の
で
あ
る
（
註
（
２
）
平
川
新
「
紛
争
と
世
論
」
一
七
○
頁
）
。
（
９
）
鈴
木
良
明
「
近
世
仏
教
と
勧
化
」
（
岩
田
書
院
、
一
九
九
六
年
）
や澤博勝「近肚一民間宗教組織と地域社会ｌ内国三－一一一度
巡
礼
行
者
組
織
を
素
材
に
Ｉ
」
（
塚
田
孝
・
古
川
伸
之
・
脇
田
修
編
「
身
分
的
周
縁
』
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九
四
年
）
は
、
勧
化
な
ど
村
外
部
の
立
場
か
ら
村
と
の
交
渉
に
つ
い
て
論
及
し
た
数
少
な
い
論
考
と
い
え
る
。
ま
た
、
村
の
側
か
ら
近
世
後
期
の
社
会
状
況
に
対
応
し
た
研
究
と
し
て
川
田
純
之
「
下
野
に
お
け
る
排
桐
す
る
浪
人
と
村
の
契
約
」
急
地
方
史
研
究
」
第
二
四
八
号
、
一
九
九
四
年
一
七
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四
月
）
、
堀
亮
一
「
改
革
組
合
村
と
村
外
宗
教
者
ｌ
武
州
多
摩
郡
の
虚
無
僧
の
事
例
を
中
心
に
ｌ
」
ｓ
関
東
近
世
史
研
究
」
第
四
四
号
、
一
九
九
九
年
三
月
）
が
あ
る
。
川
田
氏
は
村
が
浪
人
者
と
契
約
を
結
び
、
諸
勧
化
な
ど
に
対
応
し
た
事
実
を
発
見
し
、
堀
氏
は
村
と
村
外
宗
教
者
と
の
関
係
が
改
革
組
合
村
の
関
係
に
変
化
し
た
こ
と
を
指
摘
する。
（皿）天保一二（一八三二）年一一一月、武蔵国多摩郡上長洲村組頭
半
助
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
記
録
で
、
村
役
人
の
役
割
や
村
落
生
活
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
（
青
梅
市
史
史
料
集
第
一
・
二
号
「
村
鏡」青梅市教育委員会、一九八○年）。
（
Ⅱ
）
註
（
ｕ
二
五
頁
。
（ｕ）何右。
（旧）同右。
（ｕ）註（Ⅲ）三一一～一一一一一一頁。
（
囮
）
註
（
、
）
八
一
頁
。
（Ｍ）同右。
（Ⅳ）註（皿）九八頁。
（
型
註
（
Ⅲ
）
八
七
頁
。
（四）註（Ⅵ）九○頁。
（別）註（Ⅷ）九二～九三頁。
（
Ⅲ
）
註
（
Ⅲ
）
三
九
～
四
○
頁
。
（
皿
）
註
（
四
六
○
頁
。
（
空
註
（
皿
）
二
四
頁
。
（
型
「
福
生
市
史
」
資
料
編
近
世
１
（
福
生
市
、
一
九
八
九
年
）
一
法
政
史
学
第
六
十
四
号
九五頁。
（妬）町田家文書御用留恥一九（学習院大学史料館所蔵）。
（別）「三芳町史」史料編Ｉ（一一一芳町、一九八六年）一二○九頁。
（〃）「越谷市史」続史料編第二集（越谷市教育委員会、一九
八二年）一四一頁。
（別）武蔵国多摩郡連光寺付富沢家文書Ⅲ一五○囚（国文学研
究資料館所蔵）。
（別）定杭の仕様は一定していない。一一一寸角から五寸角の角材
を
立
て
た
も
の
が
多
い
が
、
註
（
空
の
よ
う
に
笠
の
付
い
た
も
の
も
あ
る
。
管
見
の
限
り
、
地
中
か
ら
の
高
さ
は
四
尺
程
度
で
あ
る
。
（
型
註
（
Ⅵ
）
七
六
頁
。
（皿）青梅市長淵在住中村保男氏のご教示による。
（翌「青梅市史」下巻（青梅市、’九九五年）八七七頁。
（泌）「日本民俗大辞典」下（吉川弘文館、二○○○年）六一
○
～
六
二
頁
。
（別）註（Ⅷ）七六頁。
（
妬
）
定
杭
は
、
御
用
を
受
け
る
村
の
象
徴
だ
っ
た
高
札
（
久
留
島
浩
「近世の村の高札」（水原慶二編「大名領国を歩く」吉川弘
文館、一九九三年）とは対照的な存在といえよう。
（妬）高柳眞三・石井良助編「御触書天明集成」（岩波書店、
一
九
五
八
年
）
三
○
九
七
号
。
（〃）高柳眞三・石井良助編『御触書天明集成」（岩波書店、
一九五八年）三一○五号。
（冊）大阪人権博物館特別展図録『高札」二九九八年）。
￣
八
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（
妬
）
拙
稿
「
改
革
組
谷
村
の
心
と
し
て
ｌ
」
（
村
卜
直
弘文館、一九八六年）。
（
妬
）
高
柳
眞
三
・
石
井
良
助
編
一九五八年）’二二一号。
（“）註（側）三七四～三七一
（妬）『国分寺市史料集」（Ｉ
（型町田家文書御用留恥二○（学習院大学史料館所蔵）。
（
側
）
「
武
蔵
国
豊
島
郡
角
筈
村
名
主
渡
辺
家
文
書
』
第
一
巻
（
新
宿
区
教育委員会、一九九二年）二二一～一一一一二頁。
（
虹
）
槇
本
晶
子
「
尾
州
藩
の
鷹
場
に
つ
い
て
」
、
蛭
田
廣
｜
「
小
平
市
小
川
家
文
書
「
尾
州
様
御
鷹
場
御
定
杭
場
所
書
上
帳
」
と
尾
州
鷹
場」二多摩のあゆみ」第五○号、一九八八年二月）。
（妃）高柳眞三・石井良助編「御触書天保集成」（岩波書店、
一
九
五
八
年
）
六
二
九
五
号
。
な
お
、
文
中
の
欠
字
は
、
「
東
京
都
古
文
書
集
」
第
三
巻
Ⅲ
多
摩
郡
新
町
村
名
主
吉
野
家
文
書
（
三
）
（東京都教育委員会、一九八五年）二○頁で補った。
（
妬
）
高
柳
眞
三
・
石
井
良
助
編
「
御
触
書
寛
保
集
成
」
（
岩
波
書
店
、
（側）『所沢市史」近世史料Ⅱ（所沢市、一九八一一一年）六一三
（
〃
）
「
東
京
都
古
文
書
集
」
第
Ⅲ
巻
川
多
摩
郡
新
町
村
名
主
吉
野
家
文書（川）（東京都教育委員会、一九八六年）’三頁。
（蛆）『里服日誌」第七巻（東大和市郷士博物館、一九九五年）
村
の
定
杭
（
米
崎
）
頁
○ 『里服日誌」鼈
六○頁、註（〃）
八頁。 証（側）三七四～三七五頁。
『国分寺市史料集」（１）（国分寺市、
「
改
革
組
谷
村
の
榊
造
ｌ
武
州
多
摩
郡
日
野
宿
組
合
村
を
巾
Ｌ
ｌ
」
（
村
卜
直
編
「
幕
藩
制
社
会
の
展
開
と
関
東
」
吉
川
’四頁□
一
九
八
一
年
）
二
二
（
型
『
里
正
日
誌
」
第
七
巻
（
東
大
和
市
郷
士
博
物
館
、
’
九
九
五
年
）
’’四五～二四六頁、二五一頁。なお、ここでは「傍示杭」
と表示されている。
（Ⅲ）『一一一郷市史』第二巻近世史料編Ｉ（三郷市、一九九○
年
）
八
二
頁
。
（
皿
）
「
東
京
都
古
文
書
集
」
第
三
巻
Ⅲ
多
摩
郡
新
町
村
名
主
吉
野
家
文書（三）（東京都教育委員会、一九八五年）八六頁。
（閲）Ａ，Ｖ・ベネップ（綾部恒雄・綾部裕子訳）「通過儀礼」
（弘文堂、一九九五年）。
（別）市川浩「〈身〉の構造ｌ身体論を超えてｌ」（青土社、一
九八四年）。
■■■■■■■■■■■■
九
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